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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和2年5月21日(2020.5.21)

【公開番号】特開2019-81749(P2019-81749A)
【公開日】令和1年5月30日(2019.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2019-020
【出願番号】特願2018-190110(P2018-190110)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 487/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 491/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 498/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 513/18     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   7/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  487/08     ＣＳＰ　
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ  491/18     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  487/18     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  498/18     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  513/18     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６５０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６４０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６６０　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６５５　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６９０　
   Ｃ０７Ｆ    7/10     　　　Ｓ

【手続補正書】
【提出日】令和2年4月13日(2020.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記化学式１で表される含窒素環化合物。
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【化１】

（化学式１）
前記化学式１において、
Ｘ１、Ｘ２、及びＸ３のうち少なくとも２つはＮで、残りはＣＲ１５であり、
Ｙ及びＺはそれぞれ独立して水素原子、重水素原子、ＯＲ１６、ＳＲ１７、ＣＲ１８Ｒ１

９Ｒ２０、もしくはＳｉＲ２１Ｒ２２Ｒ２３であるか、または互いに結合して環を形成し
、
Ｒ１からＲ１４はそれぞれ独立して水素原子、重水素原子、ＯＲ２４、ＳＲ２５、（Ｃ＝
Ｏ）Ｒ２６、ＮＲ２７Ｒ２８、ＣＲ２９Ｒ３０Ｒ３１、ＳｉＲ３２Ｒ３３Ｒ３４、置換も
しくは無置換の炭素数１以上２０以下のアルキル基、置換もしくは無置換の環形成炭素数
６以上３０以下のアリール基、もしくは置換もしくは無置換の環形成炭素数２以上３０以
下のヘテロアリール基であるか、または隣接する基と互いに結合して環を形成し、
Ｒ１５からＲ３４はそれぞれ独立して水素原子、重水素原子、ハロゲン原子、シアノ基、
置換もしくは無置換のシリル基、置換もしくは無置換の炭素数１以上２０以下のアルキル
基、置換もしくは無置換の環形成炭素数６以上３０以下のアリール基、または置換もしく
は無置換の環形成炭素数２以上３０以下のヘテロアリール基であるか、または隣接する基
と互いに結合して環を形成し、
ｎ及びｍはそれぞれ独立して１または２であり、
ｑまたはｒはそれぞれ独立して０以上４以下の整数である。
【請求項２】
前記Ｘ１はＮで、Ｘ２及びＸ３のうち少なくとも一つはＮである請求項１に記載の含窒素
環化合物。
【請求項３】
前記ｎ及びｍは１である請求項１に記載の含窒素環化合物。
【請求項４】
前記ｍは１で、前記ｎは１または２である請求項１に記載の含窒素環化合物。
【請求項５】
前記Ｒ１２は置換もしくは無置換のフェニル基、または置換もしくは無置換のジベンゾフ
ラニル基である請求項１に記載の含窒素環化合物。
【請求項６】
前記化学式１で表される含窒素化合物は、最低励起一重項エネルギー準位Ｓ１と最低励起
三重項エネルギー準位Ｔ１の差が０．２ｅＶ以下である請求項１に記載の含窒素環化合物
。
【請求項７】
前記化学式１で表される含窒素化合物は、下記第１化合物群に示した化合物のうちいずれ
か一つである請求項１に記載の含窒素環化合物。
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【化２】

【化３】

【化４】

【化５】
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【化６】

【化７】

【化８】

【化９】
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【化１０】

【化１１】

（第１化合物群）
【請求項８】
第１電極と、
前記第１電極の上に配置された正孔輸送領域と、
前記正孔輸送領域の上に配置され、請求項１乃至請求項７のいずれか一項に記載の含窒素
化合物を含む発光層と、
前記発光層の上に配置された電子輸送領域と、
前記電子輸送領域の上に配置された第２電極と、を含み、
前記第１電極と前記第２電極は、それぞれ独立して、Ａｇ、Ｍｇ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｐｔ、Ｐ
ｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｎｄ、Ｉｒ、Ｃｒ、Ｌｉ、Ｃａ、ＬｉＦ／Ｃａ、ＬｉＦ／Ａｌ、Ｍｏ、
Ｔｉ、Ｉｎ、Ｓｎ、及びＺｎからなる群から選択されるいずれか一つ、これらの中から選
択される複数を含む化合物、これらの中から選択される複数を含む混合物、またはこれら
の中から選択される１つ以上の酸化物を含む有機ＥＬ素子。
【請求項９】
前記発光層は、青色光を放出する熱活性化遅延蛍光発光層である請求項８に際の有機ＥＬ
素子。
【請求項１０】
前記発光層はホスト及びドーパントを含み、
前記ドーパントは前記含窒素化合物である請求項８に記載の有機ＥＬ素子。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００２３】
他の実施形態としては、第１電極と、前記第１電極の上に配置された正孔輸送領域と、前
記正孔輸送領域の上に配置され、上述した一実施形態の含窒素化合物を含む発光層と、前
記発光層の上に配置された電子輸送領域と、前記電子輸送領域の上に配置された第２電極
と、を含む有機ＥＬ素子を提供する。また、本発明の一実施形態に係る有機ＥＬ素子にお
いて、前記第１電極と前記第２電極は、それぞれ独立して、Ａｇ、Ｍｇ、Ｃｕ、Ａｌ、Ｐ
ｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｎｄ、Ｉｒ、Ｃｒ、Ｌｉ、Ｃａ、ＬｉＦ／Ｃａ、ＬｉＦ／Ａｌ、
Ｍｏ、Ｔｉ、Ｉｎ、Ｓｎ、及びＺｎからなる群から選択されるいずれか一つ、これらの中
から選択される複数を含む化合物、これらの中から選択される複数を含む混合物、または
これらの中から選択される１つ以上の酸化物を含むことができる。
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